
超高齢社会における多主体協働のまちづくり
～連携して地域包括ケアを支える関係者の取組から考える～

多主体協働によるデマンド交通が
健康増進、地域活性化に果たす役割
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本社所在地：東京都台東区上野
創業 ：2000年
年商 ：9億円
従業員数 ：94名

モビリティ

ヘルスケア

システム開発

コガソフトウェア株式会社
代表取締役（創業者）
古賀 詳二

※お取引先一部をご紹介



会社経営の目的
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2012 2015 2020 2025

109.5
兆円

119.8
兆円

134.4
兆円

148.9
兆円

2000

IT業界からの
3K撲滅

健康寿命の延伸
社会保障給付費の抑制

MEDICAL FITNESS創業 第2創業

▲2万円／年
医療費

（三重県玉城町）

▲2.4万円／年
医療費

（大阪府和泉市）

▲58%
業務コスト削減

（ポシブル医科学）

外出 運動 介護

78.4
兆円



モビリティ事業 活動地域

3

109.5
兆円

119.8
兆円

78.4
兆円

地方自治体様（一部ご紹介）

⚫ 千葉県成田市

⚫ 千葉県芝山町

⚫ 岡山県玉野市

⚫ 兵庫県たつの市

⚫ 兵庫県神戸市様

⚫ 兵庫県三木市様

⚫ 石川県小松市様

アイシングループ「チョイソコ」

システムパートナー協力

⚫ 愛知県豊明市

⚫ 群馬県明和町

⚫ 兵庫県猪名川町

⚫ 鹿児島県志布志市

⚫ 愛知県岡崎市

⚫ 愛知県幸田町

⚫ 岐阜県各務原市

⚫ 滋賀県竜王町

⚫ 長崎県五島市

⚫ 長崎県雲仙市

⚫ 兵庫県加古川市

⚫ 愛媛県松山市
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日本の社会課題
少子高齢化 移動難民 買い物難民
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出典：地域公共交通の活性化及び再生に関する 法律等の一部を改正する法律について
https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/bunyabetsu/kotsu_butsuryu/pdf/chiiki_koutsu_kentoukai01_3.pdf
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定員11人
以上

定員11人
未満
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デマンド交通＝予約型乗合タクシー
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運行の流れ
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運行の流れ
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運営体制イメージ

電話予約が中心。スマホ予約は全体の1%以下
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出典：地域公共交通の活性化及び再生に関する 法律等の一部を改正する法律について
https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/bunyabetsu/kotsu_butsuryu/pdf/chiiki_koutsu_kentoukai01_3.pdf
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デマンド交通の課題
道路運送法第3条（事業車）／第78条（自家用車）スキーム

運営主体（自治体）

運用面

システム等

支出 収入

運行委託料
・車両
・乗務員

オペレータ
人件費

運賃

補助金

システム会社（弊社）

• ステークホルダー（既存利権者）が多い
• 調整に2～５年かかる

• 補助金ありきのビジネスモデル
• 収支率は20～40%

地域公共交通会議

自治体各部局

交通事業者

運輸局・警察

住民代表

費用面

導入に時間がかかる

議会

コールセンター

タクシー会社

ドライバー車両

住民

サービス提供

事業継続性に難
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出典：地域公共交通の活性化及び再生に関する 法律等の一部を改正する法律について
https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/bunyabetsu/kotsu_butsuryu/pdf/chiiki_koutsu_kentoukai01_3.pdf
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デマンド交通の課題
検討プロセス

出典：地域交通の把握に関するマニュアル（令和2年12月 国土交通省自動車局旅客課）
https://www.mlit.go.jp/common/001380854.pdf
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デマンド交通の課題
事業継続性
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公共交通の財政支出を「赤字」ととらえない視点

出典：近畿運輸局 クロスセクター効果リーフレット
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デマンド交通の担当課（例）

自治体 愛称 担当課 コールセンター

成田市 オンデマンド交通 高齢者福祉課 京成タクシー成田

玉城町 元気バス 総務課 社会福祉協議会

豊明市 チョイソコとよあけ 企画政策課 アイシン精機

瀬戸内市 モーモーバス まちづくり推進課 東備バス

たつの市 あかねちゃん まちづくり推進課 地域公共交通会議

加賀市 のりあい号
スマートシティ課
（企画課）

加賀第一交通

玉野市 シータク 総務課 旭自動車

芝山町 あいあいタクシー 企画空港政策課 京成タクシー成田

神戸市 おでかけ号 公共交通課 神鉄タクシー

新地町 しんちゃんGO 企画振興課 商工会

伊達市 まちなかタクシー 総合政策課 商工会

福
祉

ま
ち
づ
く
り

交
通

商
業
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事例（１）三重県玉城町 元気バス

出典：安心・元気な町づくり『玉城町元気バス』～地域福祉への取り組み～

https://kizuna.town.tamaki.mie.jp/chosei/sisatu/documents/genkibusshisatsusiryou.pdf

利用者一人あたり 外来医療費削減効果：21,000円／年

東京大学 新領域創成科学研究科 研究成果＠三重県玉城町
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事例（２）岡山県玉野市 シータク

公共交通 人口カバー率

99.0 %
人口分布 高齢化率

公共交通不便地域の解消シータク・シーバス・路線バス
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事例（２）岡山県玉野市 シータク 全域 103.6k㎡
人口 5万6千人

幹線は路線型バス／支線はデマンドタクシーの「玉と串モデル」
病院・介護施設、商店、市民センター、道の駅、駅・港、公共施設等に結節
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事例（３）チョイソコおかざき

⚫ 岡崎市、アイシングループが包括連携協定を締結
⚫ AEON、佐鳴予備校、一般社団法人こどもと暮らすｉｉねっとと連携
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As Is （公共交通） To Be （生活交通）

国

自治体

病院
介護施設

スーパー
GMS

バス・
タクシー
会社

公共交通サービス

広告代理店
飲食店

デベロッパー
銀行

旅行会社
ホテル

警備会社
保険会社

移動・送迎 医療 小売 観光

MaaS プラットフォーム

…

フック 回収エンジン

対価の支払
（廉価）

交付金

委託

￥ ￥

国・自治体

自動車
メーカー
ディーラー

バス・
タクシー・
鉄道会社

資源
新サービス
による増収

これからのモビリティのビジネスモデル

一社独占ではなく、多主体協働で

MaaS市場・プラットフォームを形成するモデルに

地図会社
乗換検索
会社

物流会社
運送会社

レンタカー
シェアサイクル
ライドシェア

システム会社



23

チョイソコのねらい
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デマンド交通の社会実装に必要な観点

デマンド交通はバスやタクシー・鉄道と共存共栄しつつ、

地域全体を活性化させる

主な視点 要対応項目 ソリューション

地域が受容する
• 法令遵守、必要に応じて規制緩和

• 地域住民や交通事業者の抵抗感がない

✓ 地域公共交通会議

✓ 福祉や観光部門との連携

✓ 地域全体でコストを支払うことへ

のコンセンサス

誰でも使える • スマートフォンを使えない高齢者への配慮
✓ 電話・テレビ・コンシェルジュ

✓ 自治会や社協のサポート

すぐに試せる
• トライアル導入し、運用性を確認できる

• アンケートを取る

✓ トライアルパッケージ

✓ 導入効果シミュレーション

サービスを

継続できる

• デマンド交通システムの信頼性

• 補助金に依存しないビジネスモデル

✓ バスや鉄道とのフィーダー系統

✓ クロスセクター効果・ベネフィットの

精査、都市デザインとの一体化
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本日のまとめ
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まとめ

2030年

財政破綻シナリオ
社会保障給付費は 2015年に 150兆円に達する

医療費

▲6兆円

3,000万人の高齢者がデマンド交通を利用し、

入院から通院に切り替え、一人当り 20万円／年の入院費

を削減できたら…

社会保障給付費

▲3兆円

3,000万人の高齢者が外出・運動により健康寿命を延伸し、

一人当り 10万円／年の医療費・介護費が削減できたら…

次世代へのバトン
誰もが気軽に外出できる交通システムを整備することは、

子孫に対する使命。未来にツケを負わせない

デマンド交通は多主体協働により真価を発揮します
超高齢社会の課題を解決し、世界に誇れる国にしましょう！



モビリティをきっかけに
社会課題を解決したい
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